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竹内プログラム委員長から「温故知新セッシ

ョン」のお誘いを受けたが，およそ全国大会で

発表した記憶がない．調べてみるとこの 5 人連

名の末尾に自分の名前がある「CAP プロジェクト

(1)」が大会予稿集に名前のある唯一のものらし

い．登壇発表者は今は亡き広瀬健氏である．こ

れでは資格がないので竹内さんに一旦お断りし

たら，広瀬氏を偲ぶという趣旨で話したらどう

かとの示唆を得た．中にはこのような変わった

ものもあっても面白いかと，お引き受けした． 

これは ICOT(第 5 世代コンピュータ)プロジェ

クトの 1 つを紹介したものである．テーマは数

学者の道具となる定理証明系の開発である．広

瀬氏は CAP(Computer Aided Proof)プロジェクト

委員会の委員長で，共著者の横井(現東京工科

大)，坂井(現筑波大)，横田(現岡山県立大)は，

ICOT メンバーとしてこのプロジェクトを主体的

に動かしていたリーダー達であった．いずれも

現在は大学に席を置かれて活躍されている． 

しかし，このプロジェクトには他にも多くの

有力な参加者があった．一部の名前を挙げると

佐藤雅彦(現京大)，筧捷彦(現早大)，林晋(現神

戸大)，永田守男(当時慶大)といった人達である．

このうち永田氏も若くして亡くなられてしまっ

た． 

タイトルの「CAP プロジェクト(1)」が暗示す

るように，この発表はシリーズもので，同じ時

間枠にさらに(2)から(6)までが並んでいる．そ

のサブタイトルを順に挙げると， 

(2)証明記述支援環境 

(3)証明記述言語 

(4)証明の検証 

(5)証明支援ユーティリティ 

(6)等式の検証 

となっている．その著者には上にすでに名前を

挙げた方々のほかに，当時 ICOT の大須賀昭彦，

高山幸秀，三菱総合研究所の藤田正幸，西山聡，

小久保岩生，藤瀬哲朗といった人たちが並んで

いる．筆者は，当時(株)三菱総合研究所に所属

し，ソフトウェアの開発その他，このプロジェ 

 

 

 

 

クトに関わる作業の委託を受ける外注先という

立場であった．この顔ぶれを見ると，曲がりな

りにも中間管理職として，若い人たちを動員し

て仕事をしていたらしいことがわかる． 

筆者自身は定理証明系の専門家であったわけ

ではなく，それ以前もその後もこの分野を研究

の中心においたことはないが，多少とも関連し

た仕事はいくつかある．1970 年代には研究的な

プログラム検証系を開発したが，その際必要に

応じて，とくに等式と不等式を扱う機能をもっ

た簡単な定理証明系を自己流で作った．1990 年

代の初めに，グラフ上の不動点問題を統一的扱

う枠組みを作り，その上での一般的なアルゴリ

ズムを記述してその正当性を人手で検証したが，

後に山本光晴(現千葉大)がそれを HOL の上で証

明するという仕事をしてくれて，萩谷昌巳(東

大)等と共著の論文ができた．しかし，筆者自身

は定理証明系の HOL に触ってもいないので，HOL

についてほとんど知識はない． 

2000 年になってから中島震(現 NII)との共同

研究で，モデル検査技法をコンポーネントに基

づく開発手法の信頼性を向上させるのに応用す

るという仕事をしてきている．中島が主，玉井

が従の仕事ではあるが，Enterprise Java Beans

フレームワークの仕様のあいまい性を検証する

などの成果があった．モデル検査は同じ形式手

法でも定理証明手法とは異なる狙いと方法を持

つものであるが，両者それぞれに特徴があり，

今後はその組合せが工夫されていくことになる

だろう．というわけで，CAP 以降も定理証明系と

の間に多少なりとも縁が続いてきたとは言える

だろう． 

廣瀬健氏が亡くなって，早くも 10 年が過ぎた．

それを期に追悼文集を出すという計画が進めら

れており，筆者も思い出の記を寄せている．

「温故知新」セッションのような企画には，元

気なら廣瀬氏はきっと喜んだだろう．ぜひとも

当人に話をしてもらいたかったところである． 

最後に，「CAP プロジェクト(1)」の復刻に快

く同意された，横井俊夫，横田一正，坂井公，

各氏に感謝します．なお，鬼籍にある人を除き

敬称は略させていただきました． CAP Project and Thereafter 
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